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ご 挨 拶
９月は毎週末に日本に台風が来，台風の中心から離れた所で

も大雨となった地域がありました。被害を受けられました地域
の皆様に心よりお見舞い申し上げます。
9月～10月は附属学校で教育実習が行われます。今回の号で

は，附属小金井小学校での教育実習の様子を紹介していただき
ます。
東京都の新規コロナ感染者数が１万人を切るようになり，マ

スク着用・大声なし・観客数等の制限はありますが，各種イベ
ントが開催されるようになって来ました。この２年間開催を中

止していました小金井祭も，飲食禁止という制限
はありますが，11月６日～７日に開催される予定
です。模擬店がないと小金井祭の雰囲気が変わり
そうです。８月に徳島市で開催されました「阿波
おどり」では踊り手のおよそ４人に一人が新型コ
ロナに感染したそうです。小金井祭での感染対策は十二分にす
る必要があります。
マスクなしで辟雍会会員の皆様と歓談できる日が早く来ます

ことを願っています。
辟雍会会長 長谷川 正

News

コロナ禍3年目の教育実習
―新米校長の所感：附属小金井小―

コロナ禍となって3年目の教育実習を迎えました。今年度か
ら附属小金井小学校の校長職を拝命した私は，過去2年間の実
習の様子がどうであったかは明確には分かりません。しかしな
がら，今年から，教育実習生を受け入れる附属学校側の一員と
して感じることについて，少し共有させていただきます。
附属小金井小では，８月最終週から10月第一週までの約1カ

月半の期間に，約160名の学生を教育実習として受け入れてい
ます。これを前半と後半に分けた2部制にて，各3週間におい
て実施されます。 この秋休み期間中の
実習は大学3年生が中心で，前後半それぞれ
において各学級に約5～6名ずつ配属されま
す。なお2月にも，副免許としての小学校教
員免許の取得を目指した大学4年生を対象と
した教育実習が実施されています。
普段の先生とは違う，子供たちにとっては

より自分と年齢の近い若いお姉さん・お兄さん先生たちとのふ
れ合いをとても楽しみにしていま
す。休み時間には，一緒に遊んでい
る姿が校内に溢れ，活気に満ちてい
ます。子供たちにとっても，日常の
家族や先生とはちがった大学生先生
との関わりと学びの中で，新たな気
づきや楽しみを広げ深めていく良い
機会にもなっている様子がうかがえます。
前後半の各実習の最後には，クラスごとに「お別れ会」が実

施されます。セレモニー的に実施するクラス，校庭でドッチ
ボールや野球・サッカーなどのスポーツをするクラス，室内で
ゲーム大会をするクラスとそれぞれです。

共通しているのは，会の最後には子供たちと
実習生がお互いに感謝の意を述べ合いつつ，
クラス内に温かい空気に包まれ，とても良い
時間だなと感じ入っています。とくに低学年
の児童に多いですが，別れが惜しくなって涙
する子供も少なくありません。そのような光景を目にして，自
分自身も目頭を熱くしているところです。
総じて見ていての所感ですが，

感染防止への最大限の対策を講じ
つつ，実習が円滑に運営されてい
ることにとても感心しています。
これは，過去2年間におけるコロ
ナ禍での経験が生かされて，送り
出す大学側と教育実習生自身，そして受け入れる学校側におい
て，具体的にどのように進めればよいかという方策や基準など
が確立されてきていることによるでしょう。そうはいっても，
受け入れ側の現場となる学校においては，普段の児童に実習生
も含めた感染防止への配慮ならびにサポートをしなければなり
ません。そのうえで，通常の実習生指導をすることになるわけ
ですから，ご指導いただく先生方にかかる労力は想像に難くあ
りません。
今年度から附属学校の校長を経験させていただき，自分自身

が多くの気づきと学びを得ています。教育実習においては，学
生を送り出す大学教員の立場として，コロナ禍という大変な状
況の中にあっても，実習生への丁寧な対応と熱心な指導をして
くださる附属小金井小の先生方に敬意を表するとともに感銘を
受けています。末筆ながら，そのような先生方の真摯な姿勢と
ご尽力に，心より感謝申し上げます。

体育学分野教授・附属小金井小学校校長 小森 伸一

休み時間風景

体育授業風景

教室にて

「青少年のための科学の祭典」東京大会in小金井がZoom配信と小中学生夏休み作品展で開催
この科学の祭典は本学も主催者メンバーとなって2007年から開催され，2008年からは本学で１万人規模の観客を集めて，小

中学生等に実験体験をしてもらう催しとして開催されてきました（https://www2.u-gakugei.ac.jp/~ascest/ysf/ysf_report.html)。コロ
ナ禍になってからは対面での実験体験は中止していますが，今年も９月17日～19日にサイエンスライブショー等のZoom配信と児童生徒の作
品展（於小金井市商工会館）が開催されました。新学習指導要領では「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指して科学的に探究する学習
活動が重視されています。作品のレベルが上がって来ていますので，科学の祭典を続けていくことは児童生徒の教育に貢献するでしょう。

今回の記事にありますように，今は教育実習の期間中で，学部の授業開始は10月17日です。この間，１・２年生は秋休みと
なります。卒業生の皆様は，他大学にはあまりない秋休みを有意義に楽しく過ごされたことを懐かしく思い出されるのではないでしょうか。
コロナ禍の今は旅行に行くのも気が引けますが，１・２年生にも学芸大生として楽しい秋休みの思い出を作って欲しく思います。

今は秋休み


